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上記の理論 にあらわれる k｡LT)は･-物確執 こ考えて･そ の温鑑に率いて
coherentに振舞 う領域 の siZeに関係があ り,この領域の内部においては
(k>k-囲 )- ス ピンの collecも享ve cscillatory mo.tionが可能でJヽ
あることを示すと考え られ るO
Sloppy Spin Waveについて
川 崎 辰 夫 (京 大 理 )
転移点以下の状 態に特徴 的と思われ る現象が転移点 を通過する時に dras′tic
な変化を示 さず転移点以上で も生き残 -ていて観測にかかる場合がある｡Mn




り転移点に近づくと,近虐離秩序が発達 し,ほぼ Correlaも10n le,ngth
応~1程密の Magneti｡ Domain (その敢化方向は rancLomで空間時間率均
は 0)が出来,それが増天 ･減 少 ･回転等時間空間的にゆ らいでいる歌塵にあ
ると考えられ る｡この時波数が 応より小さい Clo11ectiveModeはこの温度
でも nearly definedと考えられるからゆらぎに よる減衰 とのかね合いで観
測され うるo Bro1ユもはこのような FluctuaLiol】Cirive-nlS.p in W-a_Veの周
~ 1( Z･は最近隣格子点数)であることを RPA,a波数が 'j'k(T)二 Q'k四 ･乙
範囲で示 した｡ 観測され るか どうかは減衰の大きさに強 く依存 しているので,
こOj限 りでは周波数の実数部が Uでないとい ったにすぎないO更に叉線型 (中
性子散乱による断面積 - 励起 エネルギーのグラフ)が実際 ローレンツ型 より
もかなり歪んでいる為 ,減衰常数を求めただけでi,･T領巾に対応せず ,線型その
ものを調べない限 り観軌と対応する苦論 はえられなし､O
以上のことを確認した上で半宅塵的な議論 を試みるC 即ち Tc直上でlD
spin Waveの frequency及その減衰常数 を求め観測可舵性を吟味するO､
〔討笹の要点 〕
'i
強敢性的更換相互作用をもつハ イゼンベルグスピン系 (S=す )のス ピン
の横成分の運動を調べ , ･Spin Wave血生odeの Tjligenfrequency を求める｡
特 長 ;① 低温展開によらず Spin Waveの周波数を正 しく一与える表式をその
まま Iilc以上に適用 Fるので Sl,JPpy Mod_eであることが 自明であるo◎ 本
研究金森 ･宮 口両氏の報告に記されている ･iDk囲 α (2nd 皿0皿enも)kとは





を Pauli演算子に変換 して計麗 しflkを求めると
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従 って Tまbleか ら痛撃され る範囲では,明確な peakとしての sloppy
mo,leは観測しにくいことになるC
転移点近傍で現われ る集憩運動
森 餐 (九 大 塵 )
砲性体のスピン波 ,ス ピン拡散,流体 の音波,熱伝導など所謂 hydrodyna-
mic竺odesはキユ リ-点あ るいは鯨罪点 TcP近 傍では･波数 kがス ピン闇
あるいは粒子闇 相聞距離 の逆数 より非常に小さいときに成立する｡ 従って
A;→ Oとなるキ- り一点や轟界点 の近傍で.I/iそれ らの廉団運動は嘩り牽くな
るO つ まり T → T につれて hydrodynamic regime-は消失する筈であるC,¢
このとき波数が k≧ Eを満すモー ドが重電 となるわけだが,それ らはどん な
運動を行なうか ?その運動は どう表現 されるか,などを問題とする｡
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